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人口の動き 11 法律相談E
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手洗い水飲みなどでにぎわう学校の水道

今ある水を大切に
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6月 3 日 ~7日
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-> 
宅ど

と

じ

て

く

だ

さ

し、

手関と費F患をかけた製品 、。
皆さんが毎日使っている水道の水は、遠い山奥l乙

造られたダムの水や河川・地下水などです.これが浄

水場に運ばれ、 きれいに消毒されて皆さんの家庭に

届けられます。ですから水道の水は自然の水で、もなけ

れば、限りなくあるものでもありません。自然の水に

いろいろな手間と費用をかけた製品なのです。近ごろ

のように生活水準が向上してくると使う水の量もどん

どん増えてきますし.用途も広がってきます.今1年

間に全国で約 100億mSの水が使われていますが.この

ままいけば10年先には現在の約2倍にあたる約200億

m
3の水が必要となります。それで水の確保については

いろいろと研究されていますが、現在では今ある水を

上手に、大切に使う乙とです。

水道週間を機会に、もう一度「水のありがたさ」を考

え大切に使うよう心がけましょう。

lllllllUII以1lIIIIIIlU川川1111川川川川川1111川川川川111111111111111111111111川川1111111川1111111川川11111山川川川111川川1111111111111111111111111111111111111111111111川川11111111111111111111111111111川111111川川111111川川11111川山川111111111111111川111川111111111川1IIIIIIIIIIIsIlI

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永宏印刷所/第一印刷



(2) りおおむ

手
4
山 を

し

市政だより

大

切

施
設
を
通
り
、
そ
の
聞
に
、
き
び

し
い
管
理
を
受
け
な
が
ら
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
飲
め
る
水
に
つ
く

り
か
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

乙
う
し
て
多
く
の
手
数
と
多
額

の
経
費
を
要
し
て
い
る
水
道
で
す

が
、
や
や
も
す
る
と
忘
れ
が
ち
で

む
だ
づ
か
い
を
す
る
乙
主
が
多
く

な
り
ま
す
.
年
に
一
回
行
わ
れ
る

水
道
週
間
に
合
せ
、
一
日
も
欠
く

事

ωで
き
な
い
水
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ

F
円
ノ

水
道
に
つ
い
て
の
問
合
せ
や
相

談
ほ
、
市
の
水
道
部
へ
気
軽
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

水

道

，‘，
z
z
、，，
--aJE
、ar---
，E
、--z
・.，
a
t
J
-
、，，-・
2
・・、
B
-
z
t
'
s
、-J--.
，z
・，J-

の

働

き」

0

0

0

0

 

教

養

講

座

。。。

を

開

講

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

本
年
度
前
期
(
五
月

t
九
月
)

の
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
主
催
に
よ

る
各
種
講
座
の
開
講
式
は
、
五
月

十
日
同
ホ

1
ム
で
、
午
後
六
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
主
催

者
側
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、

各
講
歴
担
当
講
師
の
紹
介
、
講
座

の
組
の
編
成
な
ど
ぞ
行
い
ま
し

た
.開
設
講
座
は
次
の
通
り

現
在
の
受
講
申
込
者
数

一

、

茶

の

湯

講

座

十

四

人

て
着
物
の
着
付
講
座
十
四
人

一

、

料

理

講

座

百

十

人

な
お
こ
の
講
座
は
働
く
勤
労
青

年
の
将
来
に
向
っ
て
余
暇
を
利
用

し
て
の
教
養
講
座
で
あ
り
、
ま
た

花
嫁
修
養
講
座
で
も
あ
り
ま
す
の

で
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
大
変

力
を
入
れ
て
お
り
、
会
員
の
受
講

を
勧
め
て
い
ま
す
.

第
十
六
回
水
道
週
間
が
、
六
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国
的
に
開

か
れ
ま
す
.

日
常
、
私
た
ち
と
共
に
あ
る
水

道
は
、
伝
染
病
や
火
災
を
防
ぎ
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
支
え
て

く
れ
る
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業

に
利
用
さ
れ
社
会
活
動
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
.

市
で
も
皆
さ
ん
の
需
要
に
こ
た

え
る
た
め
、
、
昼
夜
休
み
な
く
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
.

ま
ず
自
然
の
水
を
水
源
池
に
集

め
、
水
の
製
造
工
場
と
も
言
う
べ

き
浄
水
場
へ
運
ば
れ
ま
す
。

こ
こ
で
硫
酸
バ
ン
ド
に
よ
り
不

純
物
を
結
合
沈
下
さ
せ
、
ろ
過
し

ま
す
。ろ
過
し
た
水
は
更
に
塩
素
で
消
市
水
道
部
は
「
水
道
の
働
き
」

毒
さ
れ
配
水
油
へ
集
め
ら
れ
ま
す
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

配
水
油
へ
集
め
ら
れ
た
水
は
、
め
カ
ラ

i
ス
ラ
イ
ド
(
七
十
一
枚
)

配
水
管
を
通
り
、
学
校
、
病
院
、
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

工
場
や
家
庭
へ
送
ら
れ
ま
す
.
こ
の
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
は
テ
!

こ
の
よ
う
に
水
は
い
ろ
い
ろ
な
プ
録
音
付
き
で
、
内
容
は
水
道
の
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水道の相談日

6月6・7日

市民相談室

~ 

。。
み
み
と し

よ

う

「
水
道
週
間
」
中
の
六
日
・
七
日

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
市
役

所
市
民
相
談
室
に
窓
口
を
も
う
け

水
道
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
気

軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
.

ま
た
従
来
行
っ
て
お
り
ま
す
浄

水
場
の
施
設
開
放
は
、
現
在
拡
張

工
事
中
で
危
険
で
す
か
ら
、
見
学

は
と
遠
慮
下
さ
い
.
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カ
ラ

i
映
写
貸
出
し

水
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
を
詳

し
く
美
し
く
映
写
し
た
も
の
で

す
.学
校
・
職
場
・
団
体
な
ど
で
希

望
す
る
場
合
は
市
水
道
部
か
社
会

教
育
課
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

水

道

週

間

の

懸

賞

募

集

作

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、
発
展

さ
せ
て
い
る
水
道
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
親
し
み
ぞ
増
し
、
水
道

の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
国
民
皆

水
道
へ
役
立
つ
よ
う
啓
蒙
す
る
と

」。

。。
と

ば

の

相

談

室

は

6
月

刊

日

午

後

1
時

i

4
時

女
・
標

語
・
図

と
も
に
、
限
り
あ
る
水
資
源
の
有

効
利
用
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
次
の
と
お
り
懸
賞
募
集
を
行
い

ま
す
。

主
催

日
本
水
道
協
会
、
全
国
簡

画
・
習

~ 

寸・

易
水
道
協
議
会
、
日
本
水
道
新

聞
社

題
材作
文
、
標
語
、
図
画
、
習
字

締
切
七
月
十
日
(
当
日
消
回
有

効
)

発
表
八
月
上
旬
(
日
本
水
道
新

聞
紙
上
)

送
り
先
日
本
水
道
新
聞
社
出
版

企
画
部
水
道
週
間
係

山
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南

四
i
八
l
九

※
詳
し
く
は
市
水
道
部
(
③
i

一

一
一
一
)
へ
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(
こ
と
ば
の
教
室
) 」。
と。

ば。

の
相
4

談

室

は

6
月
日
日

〈言 〉

《語 〉

〈治 〉

〈療 〉

〈教 〉

〈室 〉

《開 〉

〈設 〉

特
殊
教
育
に
大
き
な
役
割

五
月
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
、

言
語
治
療
教
室
の
開
級
式
が
中
央

公
民
館
で
指
導
を
受
け
る
児
童

・

生
徒
、
保
護
者
を
は
じ
め
、

市
、

教
育
委
員
会
、
学
校
長
、
学
級
担

任
な
ど
関
係
者
の
出
席
の
も
と
に

行
わ
れ
ま
い
た
.

乙
の
教
室
の
開
設
は
言
語
障
害

児
を
も
っ
親
に
と
っ
て
は
長
年
の

りおおむ市政だより，(3.) 

関係者が集まって開級式をしました

話
し
乙
と

ば
に
何
ら
か

の
障
害
が
あ

り
、
そ
の
た

め
に
教
科
の

学
習
や
社
会

生
活
へ

の
適

応
が
阻
害
さ

れ
、
本
来
の

能
力
特
性
を

十
分
に
発
揮

で
き
な
い
で

い
る
児
童

・

生
徒
に
対
し

教
育
的
に
そ

の
障
害
を
除
去
し
た
り
、

障
害
の

性
質
や
程
度
を
改
善
し
た
り
、
そ

の
障
害
に
負
け
る
こ
と
な
く
明
る

く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
基
本
的

な
心
構
え
と
態
度
を
身
に
つ
け
る

".，'"、，."'..r"‘"、d ι'.，'・、.'‘.".....，...，..r'.."、";"，，，-、''''，''''・ー‘".J"...'、...，"，ー
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午

後

1
1時

i

4
時

お母さんも一緒に指導を受けました

よ
う
に
指
導
し
、
見

守
る
よ
う
に
な
っ

て

い
ま
す
.

わ
か
り
や
す
く
い

う
と
「
虫
歯
の
子
供

が
歯
医
者
に
通
う
よ

う
に
」
乙
と
ば
の
不

自
由
な
子
供
が
通
級

指 ①

し
て
、

「
こ
と
ば」

の
指
導
治
療

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

ま

た
、
乙
と
ば
の
不
自
由
な
子
を
も

っ
両
親
が
教
育
相
談
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
る
特
別
に
設
け
ら
れ
た

教
室
の
こ
と
で
す
.

①

①

①

①

 

導

を

受

け

る ①

①

①

①

①

①

 

対

象

に

を

る

発
音
の
異
常

話
し
声
の
異
常

こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
の
異
常

(
ど
も
り
や
早
口
症
)

こ
と
ば
の
発
達
の
お
く
れ

口
蓋
裂
に
伴
う
こ
と
ば
の

異
常
難
聴
に
伴
う
こ
と
ば
の
異

常脳
性
マ
ヒ
に
伴
う
こ
と
ば

の
異
常

の
あ
る
人
た
ち
で
す
。

教
室
で
は
検
査
・

診
断
の
結
果

に
基
づ
い
て
、
そ
の
子
供
に
最
も

適
し
た
方
法
で
、

正
し
い
こ
と
ば

の
話
し
方
や
発
音
の
仕
方
を
学
習

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

心
理
学
的
な

①① ① ①①  ① ⑦ 

の①

は①

判
定
や
医
学
的
な
処
置
が
必
要
な

と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家

に
紹
介
し
、
連
絡
を
と
り
合

っ
て

指
導
を
す
す
め
ま
す
。

近代的な教室がたくさんあります

乙
と
ば

の
問
題
に

つ
い
て
、

保
護
者
や

学
級
担
任

か
ら
の
相

談
申
し
込

み
、
ま
た

児
童

・
生

徒
以
外
(

主
と
し
て

幼
児
)
の

人
た
ち
の

相
談
申
し
込
み
の
た
め
に
教

育
相
談
日
を
設
け
ま
す
。

希
望
者
は
在
籍
学
校
長
を

通
じ
て
大
村
小
学
校
長
に
申

し
出
る
か
、
児
童
・
生
徒
以

外
の
場
合
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
困
っ

て
い
る
事

柄
を
書
き
、
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
手
紙
で
申
し
込
み

ま
す
と
折
り
返
し
面
接
日
を

連
絡
し
ま
す
。

言
語
治
療
教
室
(
こ
と
ば

の
教
室
)
久
原
郷
一
ノ
一

中
央
公
民
館
内
電
③
l
一

八
八
七

夢
で
、
や
っ

と
念
願
が
か
な

っ
た

も
の
で
す
。

ま
た
市
の
特
殊
教
育
に
大
き
な

役
割
を
果
す
も
の
と
皆
さ
ん
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
室
は
指
導
室
、
検
査
室
、
観

察
室
、
遊
技
治
療
室
、
事
務
室
、

待
合
室
に
分
れ、

防
音
装
置
、
冷

暖
房
装
置
な
ど
約
六
百
万
円
で
完

成
し
幼
児

・
児
童

・

生
徒
の
興
味
に
合
せ

て
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
設
備
と
な

っ
て
い

ま
す
.
指
導
に
は
昨
年
大

学
に
内
地
留
学
を
し

て
専
門
教
育
を
P

つ
け

た
先
生
が
あ
た

っ
て

い
ま
す
。

設
置
校
は
大
村
小

学
校
で
場
所
は
中
央

公
民
館
二
階
で
す
.

日

問題

一一教育相談

のばとこ



(4) り

う.ク

む

きれいな花を育てよ

おお市政だより日
間

日
川
川

戸

b
川

年
川
n
u
d
川
山

A
守
川

和
川
昭
州

花苗を配付

市民運動推進協議会

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
サ
ル
ビ
ア
な
ど
花
苗
の

配
布
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
期
日
ま
で
に
申
込
ん
で
下
さ

花
苗

サ
ル
ビ
ア

マ
リ
1
ゴ
ー
ル
ド

対
象
町
内
、
職
場
、
自
主
団
体

な
ど
で
、
道
路
に
面
し
た
花

壇
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

配
布
数
一
団
体
、
五
百
本
ま
で

た
だ
し
、
肴
望
多
数
の
時
は

協
議
会
で
調
整
す
る
.

申
込
締
切

六
月
十
日

大
村
市
民
運
動
推
進
協
議
会
は

毎
年
、
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て

花
苗
を
配
布
し
美
し
い
花
を
育
て

ーー
。

。
み
み
と

小
鳥
を
あ
り
が
と
う

大
村
公
園
に
小
鳥
小
屋

大
村
公
園
の
一
角
に
診
し
い
小

鳥
小
屋
が
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
小
鳥
を
寄
付

こ。

。

。
と

ば

の

相

談

室

は

6
月

刊

日

午

後

1
時

i
4
時

し
て
い
た
ピ
き
約
六
十
羽
に
な
り

ま
し
た
。
種
類
も
カ
ナ
リ
ヤ
・
イ

ン
コ
・
ベ
ニ
ス
ズ
メ
・
文
鳥
・
ジ

ュ
ウ
シ
マ
ツ
な
ど
で
す
。

乙
の
小
鳥
小
屋
の
建
築
費
は
約

百
万
円
、
わ
ら
ぶ
き
の
古
風
な
感

じ
で
広
さ
三
十
2m
も
あ
る
立
派
な

も
の
で
す
。
す
い
れ
ん
の
池
と
藤

棚
が
横
に
、
噴
水
が
正
面
に
あ
り

申
込
方
法

次
の
事
項
を
ハ

ガ

キ

市

民

の
い
乙
い
の
場
所
と
し
て
、

に

書

い

て

、

玖

島

郷

二

五

番

地

い

つ

ま

で

も

み

な

さ

ん

に

愛

さ

れ

市
社
会
教

育

課

内

「

大

村

市

民

る

小

鳥

小

屋

と
し
た
い
も
の
で

運

動

推

進

協

議

会

事

務

局

」

あ

す

.

て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

小
鳥
を
寄
付
し
て
下
さ
っ
た
み

O
花

苗

と

希

望

本

数

な

さ

ん

あ

り

が

と

う

と

ざ

い

ま

し

O
申

込

者

の

住

所

、

氏

名

、

た

.

小

鳥

は

元

気

に

飛

び

ま

わ

っ

電
話

番

号

て

い

ま

す

か
ら
ご
安
心
下
さ
い
。

1
3

刊

乙

の

度

大

村

始

め

る

に

は

、

指

導
員
に
正
し
い
を
正
し
く
理
解
し
、
楽
し
い
ス
ポ
ゾ• • 

山

門

ぜ

市

民
ア
i
チ
ェ

指
導
を
受
け
る
と
最
も
安
全
な
ス

l
ツ
に
し
ま
し
ょ
う
。

白

勾

五

時

リ

l
練

習

用

射

ポ

l
ツ
で
す

.

新

射

場

の

場

所

一

同

地

場

が

新

設

さ

れ

我

・
か
国
で
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
事
県
自
動
車
試
験
場
横
川

H
J

ま

し

た

.

故

は

ま

だ

一

件

も

発

生
し

て

お

り

(

市

民

プ

ー

ル

と

並

立

)

-

t
-
w

ス

ポ

ー

ツ

と

ま

せ

ん

。

※

詳

し

く

は

大

村

ア

ー

チ

ェ

リ

ー

J

J

.

-

手
打
し
て
、

初

心

者

市

民

の

皆

さ
ん
、
ァ

l
チ

ェ

リ

協

会

事
務
局

(乾
馬
場
町

秋

H

P

.

v

が
こ
れ
か
ら
ア

1

教
室
、
ま
た
は
協
会
指
導
員
の

元

電
気
商
会
内

電
①
l
四
二

-

4

J

l

チ
ェ
リ
ー
を
講
習
、
指
導
で
、
乙
の
ス
ポ
ー
ツ
一
七
)
へ

j 郵便貯金の働き j 

?市へ約8億5千万の融資?

郵
便

貯
金
は

国
の
財

政
投
融

資
の
大

き
な
財

源
と
し

て
、
広

く
地
域

の
開
発

に
融
資

さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
市
に
も
教
育
施

設
、
道
路
、
住
宅
、
災
害
復
旧
な

ど
に
約
八
億
五
千
万
円
が
融
資
さ

れ
住
み
よ
い
郷
土
の
建
設
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
、
本
年
一
月
十
四

日
利
子
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
た
「
預
金
者
貸
付
制
度
」
も
実

施
さ
れ
貸
付
額
も
一
人
二
十
万
円

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

d

拘
ぬ
拘
*
簡
易
保
険
*
*
*

全
国
児
童
・
生
徒
の
作
品
募
集

主
催

郵
政
省

後
援

文
部
省
、
都
道
府
県
ほ
か

応
募
資
格
小
学
生
H
五
年
生
、
六
年
生

中
学
生
H

一
年
生

t
三
年
生

文
題
一
、
「
簡
易
保
険
」
ま
た
は
乙
れ

に
関
連
の
あ
る
も
の

二
、
自
由
題

作
品
の
長
さ
等

四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
五
枚
以

内
と
し
、
一
』
白
…
と
と
に
、
文
題

氏
名
、
住
所
、
学
校
名
、
学
年

な
ど
を
記
入
し
た
応
募
票
を
つ

け
る
。

あ
て
先

大
村
郵
便
局
ま
た
は
最
寄
り
の

郵
便
局
へ
持
参
す
る
こ
と
.

締
切

六
月
三
十
日

4

買O
地
方
コ
ン
ク
ー
ル

郵
便
局
長
、
知
事
、
市
長
各
賞

。
中
央
コ
ン
ク
ー
ル

郵
政
大
臣
、

文
部
大
臣
、
簡
易

保
険
局
長
各
賞
ほ
か

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈

入
選
発
表

地
方
コ
ン
ク
ー
ル
八
月

中
央
コ
ン
ク
ー
ル
十
月

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

(電
②
l
二
O
八
一
)
へ
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り

注
射
と
検
診

-妊婦教室

おおむ

レントゲン検診日程表

市政だより(5) 

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

ω
就
学
前
の
乳
幼
児

ω
小
・
中
・
高
校
等
修
学
年

限
一
年
以
上
の
学
校
の
児
童

生
徒
ω
事
業
所
で
定
期
険
診
を
受

け
る
人

ω
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人

料
金
無
料
で
す
.

※
日
程
は
左
記
の
と
お
り

-
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B
・
C
-G
の

予
防
接
種

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
四
歳

未
満
の
人
(
た
だ
し
、
学
校
、

事
業
所
な
ど
で
実
施
し
た
人
お

よ
び
結
核
患
者
を
除
く
)

料

金

無

料

で

す

.

※
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

下
さ
い
.

日
程
は
下
記
の
と
お
り

-
三
歳
児
健
康
診
査

乙
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
。
お
繰
り
合
わ
せ
お
で
か

け
下
さ
い
.

対
象
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
生

れ
の
人
及
び
昭
和
四
十
五
年
六

月
か
ら
昭
和
幽
十
五
年
十
一
用

生
れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受

け
て
い
な
い
人
.

日
時
六
月
二
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分

I
十
一
時

ツ反検査と B.C.G接種目程表

I ~ma~m 1 'l &~~I Bl'i CfiG I y反検査[筏種

諏訪公民館 16月18日16月20日

福重出張所 1 (火)1 (木〉

竹松本町I
公民館

16月19日!6月21日
鈴田出張所 I -'~ ~~I~ 1 

(水)1 金〉
三浦診療所

市民会館 16月25日16月幻日

中地区(火)¥ 木〉
公民館

市役所

16月26日16月28日|
松原出張所 | | | 

(水)1 (金)¥
萱瀬出張所 |

※時閣はいずれも午後2時-3時

実施場所

午
後
一
時
I
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

月HI 場 所 !時間
|旭町アパート広場 19:30-10:30 
6ハ7¥朝日生命ビル前 111:00-12:00 
〈月)¥水田 1区公民館 ¥13:00-14:00 
yk主町平松酒!苫前 114:30-15:30
赤佐古公民館 I9:30-10:30 

6/181桜ケ丘旅館街末広前 111: 00 -12: 00 
(火)1柴田公民館 113:00 -14: OU 
7k計公民館 114:30-15:30
農協西大村支所 ¥9:30-10:30 

6/191昭和通親和銀行社宅 111: 00 -12: 00 
〈水)1辻出町佐藤病院 ¥13:00-14:00 
新域入口 114:30-15:30
稲荷町消防庫前 ¥9: 30-1 0: 30 

6/20¥片町永尾商居前 ¥11:00-12:00 
(木)1岩舟南商百 113:00-14: 00 
|久原住宅丹沢商問 114:30-15:30
|池田公民館 19:30-10:30 

6/21 1 ~:f :=;:; f;;， ~ ::~ 
|池田保育所 111: 00 -12: 00 

〈金)1諏訪公民館 |13:00~14:30
i中諏訪1区田中商居前19:30-10:30 
6/241水困郵便局 111:00-12:00 
〈月)¥古町 5区広場 113:00 -14: 00 
|中地区住民センタ-¥14:30、15:30
1竹総農菜普及センター19:30-10:30 
6/25¥原口公民館 111:00-12:00 
〈火)¥原口住宅遊園地 113:00-14:00
|小路口住宅公民館 114:30-15:30
|橋口病院 19:30，-10:30 

6/26 1~fi\ +~~~M，I 
〈yK441PEZト認室哲|lj;11二1i31
6/271寿古公民館 |9:30~1010

〈木)lpl、包TEEMl二!?31
6/781松並町長時書庖前 1.~:~~-!Q:~Q 
|市伝染病棟横 111:00-12:00 

(金)1水田 2区公民館 113:oo-14:30

国
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児

健
康
相
談

月日 |場所 |時間

6月7日|萱瀬出張所19:30-11 :00 

|鈴田出張所19:30-11 :00 
6 月 11 日 I -.~_ ~.=.-.~J 
|鈴田幼稚園13:30-14:00 

6 月 14 日 | 竹松出張所1 .~:~Q-! l: QQ1 ，~，~~ ，~v' l l3:00-15:00 

6月19日|松原出張所19:30-11 :00 

※
十
一
日
の
鈴
田
出
張
所
は
妊
婦

と
乳
児
、
鈴
田
幼
稚
園
は
一
歳

六
カ
月
か
ら
二
歳
六
カ
月
ま
で

の
幼
児
の
み

十
四
日
は
乳
児
の
み

講

習

会

国
家
庭
医
学
教
室

市
立
病
院
・
教
育
委
員
会

。
次
の
教
室
の
お
し
ら
せ

O
六
月
五
日
胃
・
十
二
指
腸
疾

患

内
科
医
長
山
口
洋
一

O
六
月
十
九
日
血
圧
と
健
康

副

院

長

早

田

E
裕

午
後
一
時
三
十
分
J
三
時

三
十
分

中
地
区
公
民
館

時
間

場
所

-
家
庭
料
理
教
室

日
時
六
月
二
十
五
日

t
十
二
月

十
日
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

午
前
十
時

1
十
二
時

場
所
中
央
公
民
館

対
象
成
人
一
般

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
材
料

費
は
実
費
)

申
込
六
月
十
五
日
ま
で
に
氏
名

年
齢
、
職
業
、
住
所
を
電
話
か

. ¥ ハ
ガ
キ
で
中
央
公
民
館
久
原

郷
一
の
一
電

ωl四
三
二
一
へ

-
狩
猟
者
講
習
会

昭
和
四
十
九
年
度
に
狩
猟
者
講

習
修
了
証
明
の
期
限
(
五
カ
年
)

に
達
し
た
更
新
の
受
験
希
望
者
に

対
し
、
大
村
市
猟
友
会
が
講
師
を

招
請
し
て
予
備
講
習
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
.

期
日
六
月
十
六
日

七
月
二
十
一
日

午
後
一
時
l
五
時

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
(
西
三
域
町
)

受
講
料
テ
キ
ス
ト
代
百
二
十

円

手

数

料

二

百

円

※
初
心
者
も
受
講
で
き
ま
す
。

募

集

-
大
村
市
民
ブ

l
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
七
月
一
日
J
九
月
十
日

事
務
関
係
若
干
名
(
女
子
二
十

歳

t
四
十
歳
位
)

場
内
監
視
員
若
干
名
(
男
子
十

八
歳

t
二
十
五
歳
)

水
泳
が
た
ん
の
う
な
人

申
込
六
月
二
十
日
ま
で
に
履
歴

書
を
市
教
育
委
員
会
体
育
課
へ



(6) 

ス
ポ
ー
ツ

り

-
弓
道
教
室

む

対
象
成
人
一
般

日
時
六
月
二
十
一
日

1
八
月
二

十
三
日
毎
週
金
曜
日

午
後
七
時

t
九
時

場
所
市
営
弓
道
場

(
大
村
公
園
入
口
)

定
員
三
十
人
(
先
着
順
)

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
教
材
実

費
と
し
て
千
円
程
度
)

申
込
方
法
六
月
二
十
日
ま
で
に

，
は
が
き
か
、
電
話
で
市
体
育
課

ま
た
は
市
社
会
課
和
田
正
昭
へ

申
込
ん
で
下
さ
い
.

おお市政だより昭和49年6月1日
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そ

の

他

-
設
備
資
金
貸
付
制
度

の
ご
利
用
を

対
象
者
県
内
に
工
場
ま
た
は
事

務
所
を
有
し
引
続
き
一
年
以
上

現
在
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
中

小
企
業
者

貸
付
対
象
設
備
新
品
で
あ
り
所

定
の
能
力
以
上
を
有
す
る
も
の

貸
付
率

設
備
設
置
費
の
労
以
下

貸
付
金
の
限
度

原
則
と
し
て
十

万
円
か
ら
五
百
万
円
ま
で

利
息

無
利
子

返
済
方
法
一

年
据
置
四
カ
年
均

等
年
賦
償
還

連
帯
保
証
人
本
人
の
外

一
人

担
保

原
則
と
し
て
不
動
産

申
込
期
日

奇
数
月
受
付
、
偶
数

月
決
定
(
予
算
額
に
達
し
次
第

締
切
)

申
込
商
工
会
議
所
、
県
中
小
企

業
謀
、
県
中
小
企
業
設
備
近
代

化
協
会

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

-
機
械
類
の
割
賦
販
売

の
ご
利
用
を

対
象
者

建
設
業
以
外
の
中
小
企

業
者
で
従
業
員
五
十
人
以
下

小
売
業
、
卸
売
業
、
サ
ー
ビ
ス

H
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
日

教
育
振
興
事
業
ヘ

ム
沖
田
郷
の
馬
場
レ

ン
さ
ん
は
亡
夫
重
雄
さ
ん
の
忌
明
に

当
り
、
金
一
封
並
び
に
貴
重
な
資
料
を

~ 

‘み。
み。

と
」。
と。

ば。

の
相
欽
畝
室
は

6
月

刊

日

午

後

1
時

I

4
時

業
は
従
業
員
十
人
以
下

機
械
の
価
格
合
計
で
二
十
万
円

か
ら
八
百
万
円
ま
で

〈何
台
で
も
可
、

新
品
に
限
る
)

購
入
方
法
希
望
の
品
を
希
望
の

居
で
県
中
小
企
業
課
設
備
近
代

化
協
会
が
現
金
で
購
入

返
済
方
法
半
年
据
置
四
年
年
賦

保

証

金

購
入
決
定
の
と
き
十
が

を
預
り
最
後
の
支
払
金
に
充
当

損

料

手

数
料
と
し
て
支
払
残
額

に
対
し
年
五
戸

連
帯
保
証
人
本
人
の
外
一
人

申
込
期
日

奇
数
月
受
付
、
偶
数

月
決
定
(
予
算
額
に
達
し
次
第

締
切
)

申

込

商

工
会
議
所
、
県
中
小
企

業
課
、
県
中
小
企
業
設
備
近
代

化
協
会

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

-
長
崎
県
観
光
施
設
整

備
資
金
融
資
の
ご
利

用
を

対
象
者

観
光
事
業
を
行
っ
て
い

る
中
小
企
業
者

(
資
本
金
一
千

万
円
以
下
ま
た
は
従
業
員
五
十

人
以
下
)
ま
た
は
簡
易

宿
所

(民
宿
)
を
営
も
う
と
す
る
人

で
県
税
を
完
納
し
た
人

貸
付
限
度
額
三
十
万
円
(
民
宿

に
つ
い
て
は
三
百
万
円
)

利
率
年
八
・
五
%
以
内

償
還
七
年
以
内

(据
置
期
間
六

カ
月
を
含
む
)
均
等
割
賦
償
還

延
滞
利
息

延
滞
元
金
に
つ
き
年

十
一
%

受
付
期
間
九
月
七
H
ま
で

申
込

十
八

・
親
和

・
九
州
相
互

-
長
崎
相
互
各
銀
行

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

園
大
村
地
区
事
業
所

特
定
退
職
金
共
済
制

度
ご
加
入
の
お
勧
め

制
度
実
施
日

六
月
一
日

加
入
資
格
市
内
の
事
業
主
(
事

業
所
)
で
あ
れ
ば
誰
で
も
従
業

員
を
加
入
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

掛
金
月
額
一
口
千
円
、一

人
四

口
ま
で
(
全
額
事
業
主
負
担、

申
し
出
に
よ
り
中
途
で
加
入
口

数
を
四
日
ま
で
増

加
で
き
ま

す
)

※
掛
金
は
一
人
月
額
四
千
円
ま
で

非
課
税
で
す。

申
込

大
村
商
工
会
議
所

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
ま

た
は
市
商
工
観
光
課
へ

-
六
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。
三
日
か
ら
八
白
ま
で

O
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で

一

大

村

の

碑

一

霊

魂

塚

一

萱
瀬
小
学
校
を
左
手
に
み
て
、

一
県
道
を
約
三
百

M
の
ぼ
っ
た
田
下

一
郷
の
入
口
付
近
、
朝
追
岳
の
ふ
も

一
と
に
、
高
さ
二
げ
を
乙
え
る
大
き

一
な
自
然
石
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。

一

表
面
に
「
霊
魂
塚
」
と
刻
ま
れ

一
そ
の
下
に
喫
謀
議
議
畿
露
襲
警

一
碑
文
が
書

厩
臨
臨
菌
製
藩
遡
甥
一

一
か
れ
て
い
調
明
議
鴻
潟
一
制

幽

圃

恥
一
，〓

4
峠
島

園

圏

ト
i

f
一一、主

一一肌
品
一
}
口
同
点
生

誕
川
崎
h
併
〉
ι
￥
i
一

一
る
。

覆

コ

ペ

ネ

雪

山
J

一-u

一
F
C--
懐
石
ffプ
ダ
去
イ
コ
-

k

一

3
に
'ぷ
髪
一一縦一滋

E

よ
る
と
、
圃
園
周

Ff制
鴨
川
γ
J
L一一丸
山

T
T

一
元
文
三
年
錨
翻
劃
罰

EE---

一

(
一
七
三
八
年
)
三
月
、
萱
瀬
菅

一
無
田
郷
(
郷
村
記
に
は
田
下
と
あ

一
る
)
庖
搭
(
天
然
痘
)
の
大
流
行

一
が
あ
り
、
た
ち
ま
ち
患
者
は
百
九

一
十
五
人
に
も
及
ん
だ
。
戸
時
は
治

一
療
も
防
疫
も
全
く
な
す
術
も
な
く

一
た
だ
、
患
者
を
人
里
は
な
れ
た
山

一
中
に
隔
離
す
る
の
が
唯
一
の
手
段

一
で
あ
っ
た
・
患
者
た
ち
は
、
寝
具

一
と
わ
ず
か
な
食
糧
と
共
に
戸
板
に

一
乗
せ
ら
れ
て
運
ば
れ
た
@
身
内
の

E

し
ん
ぎ
ん

一
看
病
さ
え
許
さ
れ
ず
、
岬
吟
の
う

一
ち
に
も
だ
え
死
ん
で
い
っ
た
。
古

(
7
)
 

老
の
伝
承
に
よ
る
と
、
そ
の
う
め
一

き
声
が
対
岸
の
部
落
に
ま
で
ひ
ぴ
一

き
、
き
な
が
ら
地
獄
絵
巻
の
悲
惨
一

き
で
あ
っ
た
と
い
う
・
同
年
六
月
一

よ
う
や
く
落
ち
つ
き
を
見
せ
た
も
一

の
の
死

者

は
六
十
一
人
に
達
し
一
込
e

-

た
.
翌
年
四
月
、
村
人
た
ち
は
貴

一

せ
ん賎
を
問
わ
ず
浄
化
を
集
め
、
そ
の
一

霊
魂
を
弔
う
た
め
に
、
こ
の
塚
を
一

建
て
た
。
以
来
「
霊
魂
塚
」
に
は
一

長
く
香
華
が
絶
え
る
乙
と
が
な
か

一

っ

た

と

い

う

・

一

襲
睡
臨
画
置
聾
醒
麗
轟
そ
の
後
一

鰯

機

繍

翻

翻

期

大

村

藩

の

一

謀
議
欝
事に対
一

六点
河川J
号
機
線
論
繍
灘
糊

す
る
研
究

一
• 

号
機
!日

機

織
繍

鱒

と

対
策
は

一

一hZ
瞬
総
論
翻
瀦
灘
急
速
に
進

一
ー

震
麓
癒
頼
議
離
幾

み

、
長
与
一

し
陥
ん
た

っ

せ

ん

き

い

し

よ

う

ざ
ん

一

俊

達
、
同
専
斉
、
大
浦
晴
山
な
一

ど
の
名
医
を
生
み
、
日
本
で
初
の

一

牛
痘
接
種
の
成
功
や
、
防
疫
制
度

一

な
ど
に
画
期
的
な
進
展
を
み
せ
一

た

。

一※

※

※

一

。
長
く
連
載
し
ま
し
た
「
史
跡
め

一

ぐ
り
」
は
本
号
を
も
っ
て
終
了
し
一

ま

す

。

一

長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
一

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

.

一
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